
◆地域の実情
○本県における女性の労働力率は、全国と比較すると、「15～24歳」で
は全国より高く、「25～34歳」では全国より低くなり、「35～74歳」で再
び全国より高くなる、言わば、Ｍ字カーブを描いている。

○女性の管理職比率は、14.5％で全国40位にとどまっている。(H27 国
勢調査)

◆課題
○女性の活躍推進に向けた組織風土づくり、継続就労支援、キャリア

アップ支援、再就職支援等の取組みが必要である。

地域の実情と課題

◆清流の国ぎふ女性の活躍推進会議
【経済・各種団体】
県経営者協会、県経済同友会、県建設業協会、県森林施業協会、
県商工会議所連合会、県商工会連合会、県中小企業団体中央会、
県農業協同組合中央会、日本青年会議所東海地区岐阜ﾌﾞﾛｯｸ協議会

【行政】
岐阜労働局、中部経済産業局、県市長会、県町村会

【その他】
ＮＰＯ代表、企業経営者・人事担当者、学識経験者 他

連携団体

引き続き、官民一体となって、「清流の国ぎふ女性の活躍推進計
画」に掲げた以下の課題に取組む。

[課題] １．女性の活躍推進に向けた組織風土づくり
２．ワーク・ライフ・バランスの実現、働き方改革の推進に

向けた環境整備
３．女性の希望に応じたキャリアアップに向けた支援

今後の課題

〇女性の活躍推進に向けた組織風土づくり
認定品を女性活躍の好事例として発信することで、女性の登用や活躍

の具体的な効果をにわかりやすく示し、県内企業の女性登用に係る取
組みを促すことができた。
○キャリアアップ支援、再就職支援
働く女性に向けた講座や再就職を希望する女性に向けた事業等を行

い、キャリア継続に向けた課題解決や理想のキャリア実現を支援すると
ともに、出産・子育て等のために離職された方に対し、再就職に対する
意識を向上させることができた。

事業の効果

ぎふジョ！活躍応援事業【岐阜県】

○キャリアアップ支援
【目標】キャリアアップ講座参加者150名
【達成状況】153名

○再就職支援
【目標】マインドアップ講座 参加者200名
【達成状況】84名

目的・目標

〇「ぎふ女のすぐれもの」認定品を女性活躍の好事例としてPRする
とともに、認定商品および取組の企画・開発に参画した女性が主体と
なって行う事業または活動に対し、専門家による支援を行いさらなる活
躍を推進することで、女性の活躍ロールモデルを創出につなげた。

○出産・子育てを機に一旦離職する女性が多い現状や、女性の管理職
比率が低い現状を踏まえ、意欲ある女性に向けた講座等を実施し、女
性の登用につなげた。

事業の特徴



事業の概要

○「EQUALAND 
SHIBUYA」出展
［開催日］
令和４年３月８日
～１４日

○ぎふ女のすぐれもの
フェア開催

［開催日］
令和４年２月５日～
6日

［場所］
岐阜県本巣市
モレラ岐阜内

○マインド
アップ講座

［開催日］
令和３年１１月～
令和４年2月
全５回

［形式］
ハイブリット
（岐阜市＋

オンライン）

○キャリア
アップ講座

［開催日］
令和３年
７月～９月
全5回

［形式］

オンライン

働く女性へ向けたキャリアアップ講座や、育児休業者を対象とした両立支援セミナー等を開催するとともに、再就職
を希望する女性へ向けたマインドアップ講座、女性のための起業講座などを展開し、女性の活躍推進に向けた支援を行
った。

○女性のための起業
講座
［開催日］

令和３年１１月～
令和４年３月
全１２回

［形式］
オンライン、
大垣市、
可児市

◆女性の活躍応援プロジェクト事業

「ぎふ女のすぐれもの」として認定した商品及び取組を女性活躍の好事例として全国に発信するとともに、企画・開発
に参画した女性が主体となって行う事業または活動に対し、専門家による支援を行いさらなる活躍を推進することで、
女性の活躍ロールモデルを創出することを目的とした「女性の活躍ロールモデル創出事業」を実施。

◆「ぎふ女のすぐれもの」認定事業
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